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は じ め 咋

科学の進歩に伴い医学の進歩はめざましい.その中で､研究の途上にあb解決の究明が国難 丘

疾病 も多い､組放球症 もその一つであ_h､二度にわたる入院生活において問題点を兄い出し看護

に当ってみました.

林 N 子 守 S45､9､28生

1/IV 現在 2才 6ケ月

病 名 紐放球症 fI3'苧tjocytogisX

今回の入院-ンドシューラー ク リスチャン病

病 室 445号 (6人部屋 )17/Ⅲ 441号 より転室

入 院 S48､ 1月22日- 70日

研究期間 6/Ⅲ-10/Ⅳ

現 住 所 坂出市竜江 6455

家庭の職業 農 業 (果樹栽培 )

通用負也別 学用前回入院 S47,6､27よ り

(珍 しい症例で当科で4例 日にて研究 したい｡ )

性 格 Nちゃん ･･母親に似て内向的であるが一度言い出す と気か丘い所があり気も強

レlo

母 親 ･･内向的であるが慮児に対 しては,理解 あ_b過保護的 丘ところはみ ら

れたしへO

現 在 症 S46年 5月 生後 6ケ月右鼠径- ル - 7

2-8月 斜頚 (マッサージ療法治癒 )

9月 麻疹

予防注射三建混合 1回その後全身状態不良にて受けてい丘い.

ポ T)オ 1回

家 族 歴 両親,祖父母､同胞二人皆健在

病状経過 (1)｢第 1回入院迄 ('･') 第 1回入院

仰 退院～今回入院迄 (4) 入院後

〔1〕第 1回入院迄
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S46年 5月頃 (生後 6ケ月 )よ9腹部に発疹.紅斑が発現 し,風邪をひいた時 丘ど全身

V=拡大 した｡その後.消失､発現をく.h返 し､同年 9月麻疹に躍患､以後発疹消失せず厳

蔑.鼠径部､陰紡丘どVCピランがみられ市内某医院受診.発疹が麻疹によるものではないと

と言われ当科紹介される｡ 847年 5月 12日受診､5月 19日入院と丘る｡

〔2〕 第 1回入院

847年 5月 19日～8月 12日 病名 レテラーシ-ベ病

(1才 8ケ月 )盆休みにて一等退院 8月 18日-9月50日

◎看護問題点

① 発疹 (鱗屑､席 皮 )出血斑が全身にみられ掻痔感 ･不快感 ･不眠があった｡又肢乱

陰部にビロード様浸潤及び潰嘱 ピランのための落痛､掻痔感があったO

② ステロイド治療ER:よる副作用

③ 乳児であることから治顔への協力が丘い.

◎ 対 策

①打ついて 基本的治療 ステロイドの投与 (リンデロy･yロッブとしで)

抗 癌 剤 〃 (ネオ7■レオ､エクザ→㌧オ/コビン)

対策的治療 抗ヒスタミン剤 (ベ1)アクチン)

皮膚科的菅剤治療､全身-･--･ステロイド軟膏

リンデロンVS.アリコートS

Orク7)-ム

肢苗､陰部････････排尿の毎清拭 し鬼布 リンデロンVS

塗布後5啓イクタモールBZS曲布

②について 体重増加 (入院時8.5kg-･12.5kg-退院時 11.0kg)

食欲増進､多毛.発汗､満月様顔貌 etcみられた.

感染予防 として身体清潔及び抗生物質投与

③について 投薬はシロ･7プとして拒薬には牛乳に混入して授与 したO

軟膏治療､注射etc は機嫌をとったり興味を他にそらして協力させた.

◎ 結 果

第 1問題点の発疹､ビロー ド様浸潤 et:Cは緩和され9月50日華快退院 した｡

〔5〕 退院後一今回入院

退院後 12月迄は体調良 く､12月上旬エb下痢､喝吐､食欲減退､体重減少著明､そ

れと共に水分の多量摂取､多尿と々9再び1月22日入院と丘るo

〔d] 入院後､研究開始迄 (22/I-5/班)

.(前回問題の行方 )

① 発疹.ビロード桟浸潤は癌直化 し､自覚症状長く問題 と斤ら丘V>｡

② 退院後.ステロイド内服は中止 と丘った為､体重減少著明 12月通院時 7.5kg.
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1

1月 22日入院時9.5kg

③ 治療の協力に関しては自分で理解できるように丘ったが問題は丘いといえ々い｡

入院後ブローベ､全身x-P､眼科受診､ etc検査の結果､レテラーシーベ病 より

-ンドシュラーク1)スチャン病の過渡期と診断される｡

Nち ゃんの場合-ンドシュラーク1)スチャン病の三徴候の うち､骨の欠損､眼球突出は

見られず尿崩症のみ問題 と丘ったO

入院当初の状態 2才 6ケ月の児における正常値

身長 81cm 体重 9.5kg 身長 85.8cm 体重 11.5kg

Harn 2.000-4.00DニC Harn 500･- 700cc

回 数 20 ･-40 回 水分摂取 1.000･-1.500cc

比 重 1.DOS･-1.010

水分技取2.000･-4.000cc

29/Tより抗利尿ホルモy､ステロイド投与されるも尿崩症改巷の頓向あせりみられ

丘かった.5月初旬症例研究 としてあがり看護計画を立て実践開始された｡

6/Ⅲ 第 1回 カン77レンス

看護計画

(9 億康障害の急性期又は初期の人 ととらえる

上 位 目 標 目標への手段 具 体 的 対 策 評 価 考 察

塗)2.硯症状をで 1.症状の緩和 (丑1.尿量測定 1回量､回 I_Harnの量 と水分抜取量及

きるだけ悪化 観察 数､比重 ぴPulSをグラフに表わ し

させ丘レヽO 2.水分摂取量の記載 てみるもほぼ同 じ量で体内

0付添に徹底させるoo他の者が水分投与 した場合付添に知 らせる05.定期的､体重 ､,&因の測定.空虚時､火､金目と決める04.Pu18の不整とHarn 貯留が丘いと思われる.Pu18の関係は尿量の多V}

_ との調係を知 る為に1) 時著明で表われるO関連は -

ズム数､緊張の親察 `②抗利尿ホルモン(クyニン.酸 ビトレ.yン)の投与 日々により効力 丘ho効力は余 りみられず同 じ



2.感染予防 (卦ステロイトヽ -BLMの投与 普通注意があればはく○

①身体の清潔､母親が毎

日清拭するo全身状態

良好時入浴可と丘るo

旬歩行時. くつ､スリッパ

J{をはかせるO普段は 磯雄の悪い時は､はか丘い

きたがら丘いO 治癒は早いが再び く9返す､生活体 としてとらえるベきるか否か､理解 し難い等出言-あるかO

③手掌に出現するブステ

ルの掠Ry';買保持､排膿

アイ コタイシソ塗布

申)-令
治療をむb丘 ス テ｡イ ド投 ①佐貫 :食欲に関 す る把寝

く受け入れ言 与 中であb副 ②感染予防(上記 )

せるO 作用の崇宗

中一③
日常生活を安 債簸 よく素直 ①看護者がより多 く話 しか

楽に に過 ごさせる け質問 した _h､噂_には叱

るo

16/Ⅲ 第 2回カノア.Tt/ンス

前回看讃計画実践の蜜果.生物体 としてとらえるばかDで丘く

で娃たいかb

また､受持巨からKrankeが疾患において知能がかとってい

れ看設計面 の立て直 しなはかつたo

B⊥③ IJち坑の場合 -成長発育段階は畢笑止どう

日常生活を安 ①病室を441-445-転窒させるo

索に 441号-大人ばかDで しかも長期療養患者が多ho

445号-小児が多 くNち ゃんと話 した り遊んだりで

きるo

②小児科受診 し知能及び発育の状態を知るo

③看護者がKrankeと接 し母親､同室の患者に Nちや

んの様子を開き発育段階を把撞する.

相神蒲生に関 して

一.情緒

恐れ .-.物に対する恐怖心があるo

怒 り..-要求が否定された りした時顔をしかめたり､

バカと言 った少､手を上げてたたこうとす

泣 く････不機旅丘時､寝起 きに泣 く

要求を通そ うと泣 く時､母親は相手にし丘

レゝでレヽる○

反抗 -･･自己､自我の目覚めを意識化する｡

-48-



B-@
悪化させ丘い 症状の緩和

'vTJlや'/とはっきり言 う｡

昏び ････笑 って表現する.はにかむ

看護者等無意味にからかわ丘い

愛情 ･･-母親に甘えるo動物.人形をかわV,がる0

2.思考 例えば絵本を見ても1つ 1つは何をしているか

考えるが総合的には考えられ丘ho

5.興味 目の前の ものすべてが対象と々る｡

(か放射韻科受診

脳下垂体後葉-の放射線照射

B■評-①に詞 して 小児間にはいり競争心が出てきた9､-緒に遊ぶこと｡言葉の発達等

-1か ･･

-(9 Ĵ

a-(含1

明るくなる｡

身体的面では心肥大は無 く聴診にて滞こえるo雑音 も〃無害性雑音 ク

で正常児でも20-50虜みられ るO

発育はステロイドによる遅れ らしい.精神面では遠城寺式分析発達法

にて2才-2,5才に相当 し､遅延は無いO

看護者のNち ゃんの把握 として上記のようにfE常であるということに

丘るo

放射線科照射は照射部位を適確に照射でき丘い(動いて しまう)とい

うことで中止 と丘る｡

27/m 第 5回カンファレンス

小児科受診においても.看護者の把撞ほても､知能､知恵の遅れは認められ丘かった.その

中でいせだ尿崩症の改書はみられず､受持医 とも話 し合 った結果 ､しばらくこのままにて様子

観察することに々る0

5/Ⅳ 第 4回 カン77レンス

B一一(参

悪化させ丘V,1

a-a

日常生活を安

楽に

①ステロイド

減量 してい

る

(参抗利尿ホル

モンの副作

用及び維持

量は丘いか

(勤今まで問題

と々ら丘か

った発疹が

側頭部にみ

られる

生活習慣の

安定

体重.食欲に関して把援

軍に目立 った副作用は丘

レ､とされてV}る

維持量は特に丘く投与量

は大人の1/2とされて

いるo

清拭後 I)ンデロン VSの塗布

ステロ､ィドが浅量に丘る

と同時咋食欲の減退は著明
で主食は全 く摂取せず副

食 1/5摂取する程度で

ある｡

入院生活に慣わ同室の患者 とも慣れてきたが全てに興味

をひかれる年令でもあり､果 しくすとしている.
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10/Ⅳ 第 5回 カン77レンス

看讃計画の総括及びこれか らの方向ずけ

今回入院は尿崩症が第 1の問題 としてあげられ現在に致 るまで治療､看護に行ってきたので参

るが､いせだ改善されず､また改善の兆 しがみえ々い状態におかれているが､その中でステロ

イド大量授与､メソトレキセー ド(葉酸培抗剤 )投与 丘ど考えられているが,副作用が強いた

め､現在考慮中であるO患児及び家族壇た我 看々護者.医師がこれから長い目で､この状態を

脱 し得る日を祈屈 し､また､盛者の成長を暖か く見守 って行 こうと思 っています｡

附 記

〔組放球症〕 HjstjocytOS,'B X

組粒内皮系細胞の幼者丘組成球が増殖 し.二次的に リポイドが蓄積する｡月旨質を代謝で貴をい｡

次の5嘘の疾患があり､立合や症状により臨床傍が異丘っていると考えられている｡

① レテラー シーベ病 LettL3rer-Sive d･jE;eaBe

(好発年令 ) 5才以下乳幼児にみられる｡

(症 状 ) 発熱 発疹 肝弾頂 出血棒向 骨の欠損 etc

(予 後) 不良で数ヶ月以内に死亡する事多い.

② -yドシュラー ク リスチャy病 Iian4-Schuller-ChエjStjan Syu(lrone

(好発年令) 1-6才

(症 状 ) 5主徴 尿崩症 骨の欠損 眼球突出

(予 後 ) 経過は数年にわたるといわれているo

③ 好硬球性肉芽庄

一(好発年令 ) 2-5才及び20-50才

(症 状 ) 頭蓋骨 骨盤 長管骨等に肉芽唾ができるo 慢性に経過するo
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